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文責：校長 福田 明光

能性をさらに広げるためにも、苦手なことに

も挑戦し、新しい自分の扉を開く３学期にし

てほしいと伝えました。残り２ヶ月あまり、

１２月２３日の終業式は荒天のためリモート １日１日を大切にさらなる高みに向けて成

で行いました。初めての試みでしたが、タブレ 長して行く久賀っ子に皆様方のご支援よろ

ットを活用し、 しくお願いします。

無事に終えるこ

とができました。

時代の急速な変

化を感じた１日 五島市青少年健全育成連絡協議会開催の

でした。翌日も 小中学生意見発表会に本校を代表して中学

荒天のため帰省に大きな影響が出ました。積雪 ２年生の細川優樹さんが出場します。「未来

のため飛行機が着陸できず、フェリーを利用し に向かって」の作文を発表しますのでぜひご

て長崎まで移動し、新幹線で帰路につきました。 参観ください。

中には深夜に自宅に着く生徒もいましたが、自 〈後日、五島チャンネルでも放送予定です〉

分たちの力で帰省 １月２９日（日） 14時～15時半

することができた 福江総合福祉保健センター

ことも大きな自信 11番目（最後の発表者）

となりました。そ

れぞれの家庭で冬

休み中、五島からのお土産話ができたようです。

地元では楽しい思い出もできたようで一回り大 生徒会役員任命式を行いました。生徒会会

きくなって全員が元気に久賀に戻ってきてまし 長に越山福太郎さん、副会長に細川優樹さ

た。 ん、書記に三上覚さん、学習委員長に重森幹

１月１０日始業式ではこれまで自信を確かな 仁さん、生活委員長に笹野睦景さんを任命し

力にする３学期としたいと次のような話しをし ました。昨年まで引っ張ってくれた小池優芽

ました。３学期のキーワードを【自分で考える】 さん、古野月夢さんからバトンタッチした５

と【周りを見る】にし、誰かに頼るのではなく、 人は重責を感じながらもやる気に満ちあふ

自分で考え行動し、今何をすべきかしっかりと れていました。新し

考え、行動してほしいと話しました。子ども達 い生徒会の活躍が楽

は十分に正しく判断できる力がついており、自 しみです。

分への挑戦ができるようになりました。その可 頑張れ久賀Five！

残り２ヶ月

新児童生徒会 始動

青少年健全育成意見発表会



書き初め大会 焼きいもの会
１６日（月）は毎年恒 １４日（土）に予定していました公民館主

例の書き初め大会を実 催子ども教室（焼き芋の会）が荒天のため、

施しました。それぞれ ２１日に延期され、

の令和５年の目標（テ 旧久賀小学校で実

ーマ）を四字熟語や大 施されました。地

切にしたい言葉で書き上げました。条幅紙にと 域の方にご指導い

め、はね、はらいに気を付けながら集中して一 ただきながら１１

文字一文字丁寧に仕上げました。文字のバラン 月に収穫したサツマイモを一つひとつ丁寧

スや間隔、大きさを工夫しながら何度も何度も に水洗いをし、新聞紙・アルミホイルで包み

書き直し、今年一年の道標になる一枚を書きま ました。包み終えると手作りの竈でじっくり

した。想いのこもった書に先生方が賞をつけ、 と焼き上げ、蜜が

玄関に掲げました。上手・下手ではなく、書き したたり落ちるほ

手の思いが伝わる書になっています。掲示期間 どのおいしい焼き

は終わりましたが、各家庭に持ち帰ったあとも 芋に仕上がりまし

毎日眺めて心がけた生 た。１人で６本も

活を送って素晴らしい 食べてしまうほど最高の仕上がりでした。多

未来を手に入れてもら くの差し入れも頂き、地域の方々と和気あい

いたいと思います。 あい楽しく作業することで、人の温かさに触

れ、身体も心もホッカホカに温まった活動で

【書き初めの題材】 した。今回も活動を通して久賀の素晴らしさ

島本歩実…やさしい 島本実季…みんな を味わうことができました。

三上覚 …一念通天 古野月夢…万里一空

笹野睦景…猪突猛進 重森幹仁…生竜活虎

越山福太郎…旭日昇天 細川優樹…慎始敬終 ２／ ２ かたらんねタイム（教育相談）

小池優芽…我武者羅 4 県ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｺﾝﾃｽﾄ

6 防犯避難訓練

11 建国記念日〈祝日〉

13 新入学説明会

16 子ども県展・新図書館見学

18 テスト前部活動中止（～27日）

19 家庭の日（ノー部活動デー）

20 ディサービス訪問

23 天皇誕生日〈祝日〉

27 学年末テスト【中】

28 学年末テスト【中】

久賀小中学校のホームページ http://hisakashochu.tn.goto-tv.ne.jp/


